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デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
推
進
事
業
に 

申
請

　
文
京
区
Ｓ
Ｃ
で
は
令
和
３
年
度
か
ら
、

区
内
在
住
の
60
歳
以
上
を
対
象
に
「
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
習
会
」
を
実
施
し
て

い
る
。
き
っ
か
け
は
、
令
和
３
年
度
に

始
ま
っ
た
総
務
省
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
支

援
推
進
事
業
で
あ
る
。
こ
の
事
業
は
、

高
齢
者
等
が
身
近
な
場
所
で
身
近
な
人

か
ら
デ
ジ
タ
ル
活
用
に
つ
い
て
学
べ
る

講
習
会
等
を
推
進
す
る
も
の
で
、
事
業

を
実
施
す
る
団
体
に
は
補
助
金
が
交
付

さ
れ
る
。

　
担
当
職
員
の
田
畑
武
憲
主
事
は
「
当

セ
ン
タ
ー
で
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン（
以

下
、
ス
マ
ホ
）
や
パ
ソ
コ
ン
の
講
習
会

を
行
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
こ

の
機
会
に
講
習
会
を
実
施
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
ま
た
、
近
年
、
ス
マ
ホ
や

パ
ソ
コ
ン
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
が
増
え

て
い
る
の
で
、
講
習
会
に
よ
っ
て
、
情

報
端
末
の
扱
い
に
不
慣
れ
な
こ
と
に
よ

る
情
報
格
差
を
な
く
し
た
い
と
考
え
ま

し
た
」
と
話
す
。

　
同
事
業
へ
の
申
請
は
、
自
治
体
と
の

連
携
が
条
件
だ
っ
た
た
め
、
文
京
区
が

広
報
と
会
場
の
手
配
を
、
セ
ン
タ
ー
が

講
習
会
の
運
営
や
講
師
の
育
成
等
を
担

う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
ま
ず
は
、

次
の
条
件
に
一
つ
で
も
該
当
す
る
会
員

を
選
ん
で
、
講
師
を
担
っ
て
も
ら
え
な

い
か
打
診
し
た
。

①
ス
マ
ホ
の
扱
い
に
長た

け
て
い
る

②�

Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
に
長
け
て
い
る（
Ｉ

Ｔ
企
業
で
の
勤
務
経
験
が
あ
る
等
）

③
セ
ミ
ナ
ー
講
師
の
経
験
が
あ
る

④�

最
新
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
心
が
高

い
　
そ
の
結
果
、
４
人
の
会
員
が
講
師
を

務
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
中
に
は
、

ス
マ
ホ
や
Ｉ
Ｔ
に
そ
れ
ほ
ど
詳
し
く
な

い
会
員
も
い
た
が
、
田
畑
主
事
は
「
だ

か
ら
こ
そ
、
受
講
者
が
何
を
理
解
し
て

い
な
い
の
か
、
何
に
つ
ま
ず
い
て
い
る

の
か
が
分
か
る
と
考
え
、
声
を
掛
け
ま

し
た
」
と
言
う
。

　
講
師
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
会
員

は
、
令
和
３
年
夏
か
ら
２
か
月
か
け
て
、

総
務
省
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
を
受

講
し
た
。
そ
の
後
、
修
了
テ
ス
ト
に
合

格
し
て
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
員
に
認
定

さ
れ
る
と
、
協
力
団
体
主
催
の
集
合
研

修
で
講
師
の
在
り
方
や
指
導
方
法
な
ど
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　文京区ＳＣは、令和 3 年度から総務省のデジタル活用支
援推進事業として区内在住の60歳以上を対象に「スマート
フォン講習会」を開始した。現在は区から委託され、出張
型の講習会や講師がマンツーマンでスマホ操作に対応する
相談会、LINEに特化した講習会も展開。講師を務める会
員は、講習会だけでなく、会員の「Smile to Smile」の登
録もサポートし、センターのデジタル化に貢献している。

習
熟
度
や
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

各
種
講
習
会
や
相
談
会
を
実
施

公
益
社
団
法
人

文
京
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

�

（
東
京
都
）
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を
学
ん
だ
。
ま
た
、
実
践
的
な
ス
キ
ル

を
身
に
付
け
る
た
め
に
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

研
修
に
も
取
り
組
み
、
講
習
会
開
催
に

向
け
て
準
備
を
進
め
た
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
習
会
は 

２
日
で
基
本
と
応
用
を
学
ぶ

　
受
講
者
の
募
集
は
、
毎
月
10
日
と
25

日
発
行
の
広
報
誌「
区
報
ぶ
ん
き
ょ
う
」

や
、
区
内
各
所
に
配
架
す
る
チ
ラ
シ
で

行
い
、
応
募
の
受
け
付
け
は
セ
ン
タ
ー

が
担
当
し
た
。
令
和
３
年
度
の
応
募
倍

率
は
約
７
倍
と
な
っ
た
た
め
、
抽
選
で

受
講
者
を
決
定
し
た
。

　
講
習
会
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①�

日
程
／
２
日
で
１
セ
ッ
ト

②�

講
習
時
間
／
２
日
と
も
13
時
30
分
～

16
時
30
分
の
３
時
間

③�

内
容
／
基
本
講
座
と
応
用
講
座
の
２

本
立
て

●�
基
本
講
座
：
ス
マ
ホ
の
電
源
の
入
れ

方
、
電
話
の
か
け
方
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
、
メ
ー
ル
、
地
図
や
動
画
ア
プ

リ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
使
い
方
、
写
真
の
撮

り
方
な
ど

●�

応
用
講
座
：
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
方
法
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
活

用
方
法
な
ど

④�

定
員
／
各
回
（
１
セ
ッ
ト
）
４
人

⑤�

講
師
体
制
／
進
行
役
の
メ
イ
ン
講
師

１
人
、
受
講
者
の
手
元
操
作
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
サ
ブ
講
師
１
人

⑥�

使
用
端
末
／
当
日
は
Ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｏ
ｉ

ｄ
の
ス
マ
ホ
を
貸
し
出
す

⑦
費
用
／
無
料

　
講
習
会
で
使
う
教
材
は
、
総
務
省
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
た
教
材
を
ベ

ー
ス
に
、
講
師
の
意
見
を
取
り
入
れ
て

職
員
が
ア
レ
ン
ジ
し
て
作
っ
た
。
講
師

の
１
人
、
染
谷
正
さ
ん
は
「
総
務
省
の

教
材
に
は
、
操
作
の
過
程
で
表
示
さ
れ

る
画
面
の
全
て
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
分
か
り
や
す
い
よ
う
全
て
の
画

面
を
掲
載
し
た
教
材
に
し
て
ほ
し
い
と

お
願
い
し
ま
し
た
」
と
言
う
。

　
令
和
３
年
度
の
講
習
会
は
、
10
月
か

ら
２
月
ま
で
、
文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ

ー
４
階
会
議
室
を
は
じ
め
と
す
る
区
内

各
所
で
、
計
７
セ
ッ
ト
実
施
し
、
28
人

が
受
講
し
た
。

　
令
和
３
年
度
の
受
講
希
望
者
が
多
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
令
和
４
年
度
は
前
年

度
の
約
４
倍
の
30
セ
ッ
ト
を
実
施
し
、

受
講
者
数
は
１
１
０
人
と
な
っ
た
。
令

和
５
年
度
は
48
セ
ッ
ト
（
受
講
者
数
１

８
１
人
）、令
和
６
年
度
は
38
セ
ッ
ト
行

っ
た
（
令
和
７
年
２
月
28
日
時
点
で
の

受
講
者
数
は
１
０
７
人
）。

　
講
師
も
増
え
、
令
和
６
年
度
は
11
人

の
講
師
が
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
で

担
当
し
た
。

　
講
習
会
の
基
礎
講
座
は
、
毎
年
ほ
ぼ

同
じ
内
容
だ
が
、
令
和
６
年
度
は
講
習

会
が
区
か
ら
の
委
託
事
業
に
移
行
し
た

た
め
、
応
用
講
座
に
は
、
文
京
区
の
図

書
館
サ
イ
ト
で
の
蔵
書
検
索
や
予
約
等

の
仕
方
、
文
京
区
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
や
文
京
区
防
災
ア
プ
リ
の
使
い

方
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。

人
気
観
光
エ
リ
ア
の
古
い
町
並
み
を
案
内
す
る
、
お
も
て
な
し
案
内
人
の
上
野
圭
子
さ
ん
（
写
真
上
）。写

真
下
は
、
高
山
祭
の
大
行
列
用
に
裃
の
着
付
け
練
習
を
行
う
「
着
付
け
同
好
会
」

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
習
会
の
教
材
は
、
総
務

省
推
奨
の
教
材
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
ア
レ

ン
ジ
し
て
い
る

講
師
は
会
員
が
担
う
。
一
定
の
条
件
に
該
当

し
た
会
員
が
、
研
修
を
受
講
し
た
上
で
、
デ

ジ
タ
ル
活
用
支
援
員
と
し
て
講
習
会
に
臨
む
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染
谷
さ
ん
が
講
師
を
務
め
る
上
で
心

掛
け
て
い
る
の
は
「
受
講
者
に
楽
し
ん

で
も
ら
う
こ
と
」
だ
と
い
う
。

　
講
習
会
は
毎
回
、
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
雰
囲
気
で
行
わ
れ
、
受
講
者
に
は

「
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
て
良
か
っ
た
」

「
携
帯
シ
ョ
ッ
プ
で
は
聞
き
づ
ら
い
こ

と
を
教
え
て
も
ら
え
た
」
と
喜
ば
れ
て

い
る
と
い
う
。

令
和
４
年
度
か
ら 

個
別
相
談
に
も
対
応

　
セ
ン
タ
ー
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講

習
会
の
ほ
か
に
も
、
区
か
ら
の
委
託
事

業
と
し
て
、
次
の
講
習
会
等
を
行
っ
て

い
る
。
対
象
は
区
内
在
住
の
60
歳
以
上

で
、
い
ず
れ
も
無
料
で
利
用
で
き
、
事

前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
あ
る
。

〈
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
出
張
講
習
会
〉

　
令
和
４
年
度
か
ら
実
施
。
講
師
が
依

頼
者
の
要
望
に
応
じ
て
区
内
の
会
場
に

出
向
い
て
行
う
。

①
講
習
時
間
／
３
時
間

②
定
員
／
一
会
場
に
つ
き
４
人
以
上

③
会
場
／
依
頼
者
側
が
手
配

④�

講
師
体
制
／
講
師
２
人
、
職
員
１
人

⑤�

対
象
／
区
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
グ

ル
ー
プ

⑥�

内
容
／
依
頼
者
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応

じ
る
。
教
材
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

講
習
会
の
も
の
を
必
要
に
応
じ
て
変

更
し
て
使
用

　
令
和
４
年
度
は
３
グ
ル
ー
プ
・
25
人

が
受
講
し
た
。
令
和
５
年
度
は
７
グ
ル

ー
プ
・
29
人
、
令
和
６
年
度
は
２
グ
ル

ー
プ
（
令
和
７
年
２
月
28
日
時
点
で
の

受
講
者
数
は
29
人
）
か
ら
申
し
込
み
が

あ
っ
た
。

〈
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
操
作
相
談
会
〉

　
令
和
４
年
度
か
ら
実
施
。
講
師
が
マ

ン
ツ
ー
マ
ン
で
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
地
図
ア

プ
リ
の
使
い
方
や
ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
ト

ー
ル
方
法
な
ど
、
ス
マ
ホ
操
作
の
疑
問

を
解
消
す
る
。

①�

内
容
／
ス
マ
ホ
操
作
に
関
す
る
悩
み

や
相
談
に
対
応
（
契
約
に
関
す
る
相

談
や
個
人
情
報
の
代
理
入
力
は
で
き

な
い
）

②�

相
談
時
間
／
１
人
30
分

③�

実
施
日
時
／
毎
週
火
曜
日
（
令
和
６

年
度
は
、
毎
週
火
曜
日
と
指
定
の
金

曜
日
）

④�

１
日
の
定
員
／
火
曜
日
６
人
、
金
曜

日
12
人

⑤�
会
場
／
火
曜
日
：
文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
４
階
和
室
、
金
曜
日
：
湯
島

地
区
の
公
共
施
設
会
議
室
等

　
令
和
４
年
度
は
１
０
５
人
、
令
和
５

年
度
は
２
４
４
人
、
令
和
６
年
度
は
３

５
４
人
（
令
和
７
年
２
月
28
日
時
点
）

が
利
用
し
た
。

〈
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
講
習
会
〉

　
令
和
６
年
度
か
ら
開
始
し
た
。
こ
の

講
習
会
は
、
従
来
の
講
習
会
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
使
い
方
を
知
り

た
い
」
と
の
要
望
が
多
か
っ
た
こ
と
、

区
か
ら
「
ニ
ー
ズ
の
高
い
テ
ー
マ
に
特

化
し
た
講
習
会
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
」

と
の
提
案
を
受
け
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

①
講
習
時
間
／
２
時
間

②�

会
場
／
文
京
区
内
の
公
共
施
設
の
会

議
室
等

③
定
員
／
各
回
４
人

④�

講
師
体
制
／
メ
イ
ン
講
師
１
人
、
サ

ブ
講
師
１
人

⑤�

使
用
端
末
／
受
講
者
が
持
参
。
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
貸
し
出
し
も
あ
り

　
令
和
６
年
度
は
毎
月
約
２
回
の
ペ
ー

ス
で
20
回
行
い
、受
講
者
数
は
45
人（
令

和
７
年
２
月
28
日
時
点
）
と
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
多
様
な
機
会
を
設
け
る
理

由
に
つ
い
て
、
花
城
尚
太
主
事
は
「
ま

ず
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
習
会
で
基

本
操
作
を
学
び
、
ス
マ
ホ
を
使
う
楽
し

講
習
会
で
は
、
メ
イ
ン
講
師
１
人
が
進
行
し
、

サ
ブ
講
師
１
人
が
受
講
者
の
手
元
操
作
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
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さ
を
知
っ
た
後
、
習
熟
度
や
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
て
、
ほ
か
の
講
習
会
や
相
談
会

を
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」
と
述
べ
る
。

　
セ
ン
タ
ー
の
講
習
会
運
営
に
対
し
て
、

区
は
「
受
講
者
と
同
世
代
の
講
師
が
、

受
講
者
と
同
じ
目
線
で
教
え
ら
れ
る
こ

と
が
、
こ
れ
ら
の
講
習
会
の
強
み
で
あ

り
、
参
加
者
の
満
足
度
も
高
い
」
と
評

価
し
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
も 

講
師
が
貢
献

　
令
和
６
年
10
～
12
月
に
区
内
各
所
で

12
回
実
施
し
た
「
Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ　
ｔ
ｏ

Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
登
録
サ
ポ
ー
ト
会
」
で
は
、

講
師
が
ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
方
法

や
使
い
方
な
ど
を
会
員
に
説
明
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ　
ｔ
ｏ　
Ｓ

ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
の
登
録
会
員
数
は
、
セ
ン
タ

ー
会
員
数
１
４
６
０
人
に
対
し
て
５
５

０
人
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
サ
ポ
ー

ト
会
終
了
後
の
登
録
者
は
１
０
２
９
人

（
令
和
７
年
２
月
14
日
時
点
）
と
大
幅

に
増
加
し
た
。
講
師
は
、
セ
ン
タ
ー
の

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
に
も
大
い
に
貢
献
し

て
い
る
。

　
Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ　
ｔ
ｏ　
Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ

に
登
録
す
れ
ば
、
会
員
は
ス
マ
ホ
や
パ

ソ
コ
ン
で
セ
ン
タ
ー
が
配
信
す
る
情
報

を
閲
覧
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
配
分
金

明
細
の
確
認
な
ど
も
行
え
る
よ
う
に
な

る
。
令
和
７
年
６
月
以
降
は
、
Ｓ
ｍ
ｉ

ｌ
ｅ　
ｔ
ｏ　
Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
に
、「
軽
作

業
」「
初
心
者
歓
迎
」
な
ど
就
業
情
報
に

タ
グ
付
け
を
し
て
就
業
を
呼
び
掛
け
る

新
機
能
が
追
加
さ
れ
る
予
定
だ
。
セ
ン

タ
ー
が
、
試
験
運
用
期
間
中
に
こ
の
機

能
を
導
入
し
た
と
こ
ろ
、
仕
事
と
会
員

が
マ
ッ
チ
し
や
す
く
な
り
、
受
注
に
結

び
付
く
ケ
ー
ス
が
増
え
た
と
い
う
。

　
田
畑
主
事
は
「
Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ　
ｔ
ｏ

Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
の
登
録
会
員
が
増
え
れ
ば
、

職
員
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
令
和

３
年
度
か
ら
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
習

会
を
通
じ
て
、
会
員
が
ス
キ
ル
を
身
に

付
け
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
セ
ン
タ
ー

の
デ
ジ
タ
ル
化
も
進
み
ま
し
た
」
と
評

価
す
る
。

　
セ
ン
タ
ー
は
今
後
も
、
講
習
会
の
回

数
や
内
容
に
応
じ
て
新
た
な
講
師
を
育

成
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
と
講
習
会

の
充
実
を
両
立
さ
せ
て
い
く
方
針
だ
。

　
近
年
は
ス
マ
ホ
を
持
つ
人
が
増
え
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
習
会
受
講
者
の
習

熟
度
や
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
「
講
習
の
内
容
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
」
と
花
城
主
事
は
言
う
。

　
ま
た
、
現
在
の
講
習
会
は
Ａ
ｎ
ｄ
ｒ

ｏ
ｉ
ｄ
端
末
を
貸
し
出
し
て
行
っ
て
い

る
が
、
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
利
用
者
や
、
そ

も
そ
も
ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
る
人
も
少

な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
今
後
は
、
受
講

者
が
使
用
す
る
ス
マ
ホ
で
講
習
会
を
行

う
予
定
だ
。

�

（
井
本
旬
子
）

事業運営状況� （令和元年度～令和 5年度）
年度 会�員�数 粗入

会率
就業実人員
（延人員）

就業
率

受注
件数 契約金額 公民比男性 女性 全体

人 人 人 ％ 人
（人日） ％ 件 千円 ％

令和元 600 528 1,128 2.1 888
（92,771） 78.7 3,053 401,310 44.2/55.8

2 606 547 1,153 2.1 826
（89,438） 71.6 2,652 380,811 44.9/55.1

3 611 599 1,210 2.2 913
（101,564） 75.5 2,736 432,768 44.5/55.5

4 616 659 1,275 2.3 984
（114,609） 77.2 2,800 487,856 44.5/55.5

5 658 732 1,390 2.5 1,076
（114,353） 77.4 2,682 522,047 44.2/55.8

※受注件数、就業延人員、契約金額は請負・委任と労働者派遣事業を合計した数値
※就業実人員は請負・委任と労働者派遣事業が対象　　　※就業延人員は令和 2年度から労働者派遣事業の教育訓練受講を含む
※令和 5年度以降は性別未回答の会員がいるため、会員数の男女計と全体は必ずしも一致しない

区
内
の
会
場
に
赴
い
て
実
施
す
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
出
張
講
習
会


